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環 境 創 造 戦 略 拠 点 の 基 本 理 念 

②農林地等の再生と安全・安心な農林水産物の生産」については、県農林部局が担う。 

 本県では国内外の英知を結集して、汚染状況の詳細なモニタリング、放射性物質の動態解明、除染技術の開発、農林
水産業の再生に関する技術開発、人材育成等に取り組む環境創造戦略拠点を整備することとし、基本理念を取りまとめた。 
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１ きめ細かな環境放射能モニタリングシステ 
  ムの構築・運用 
２ 環境放射能モニタリングデータの一元管 
  理・解析・評価 
３ 緊急時環境放射能モニタリング体制の構 
  築 
４ 一般環境中における有害物質等のモニタリ 
  ング及びデータの一元管理 
 

① 環 境 放 射 能 等 の モ ニ タ リ ン グ 機 能 

１ 環境の回復・創造に向けた大気、水、土壌   
  等に関する技術調査研究 
２ 環境の回復・創造に伴う廃棄物の処理・処  
  分に関する技術調査研究 
３ 環境回復・創造に向けた共同研究のコー 
  ディネートと地域政策研究 
４ 関係機関への提言に向けた調査研究 
５ 内外研究機関を対象とした交流ネットワー 
  クの構築 

②環境回復・創造技術の調査研究機能 

１ 環境放射能モニタリングデータ及び一般環 
  境中における有害物質等のモニタリング 
  データの収集・発信 
２ 放射線・除染に関するデータの収集・発信 
３ 調査研究成果の内外への積極的な発信 
４ 情報収集・発信機能に必要となる施設・設 
  備等の整備 
 
 

③ 情 報 収 集 ・ 発 信 機 能 

１ 県民などの環境放射能等に関する学習活 
  動の実施・支援 
２ 放射線等の影響に関するリスクコミュニ 
  ケーション、地域コミュニケーション 
３ 環境の回復・創造に関する技術研修 
４ 内外研究機関やNPO・地域住民等を広く対 
  象とした交流ネットワークの構築 
５ 教育・研修・交流機能に必要となる施設・設 
  備等の整備 

④ 教 育 ・ 研 修 ・ 交 流 機 能 

環 境 創 造 セ ン タ ー の 機 能 と 主 な 取 組 



    

   施設の概要 

環 境 創 造 セ ン タ ー の 整 備 概 要 

 

南相馬市施設 
  

１ 主な機能 
  ①モニタリング  ②安全監視 
   

２ 施設概要 
  ○ 場所 南相馬市（旧 萱浜ニュースポーツ広場） 
 ○ 敷地面積：約１．8ｈａ 
 ○ 延床面積：本館        2，94２㎡ 
            校正施設       455㎡  
 
３ 完成 平成27年度 

  

三春町施設 
 

１ 主な機能 
  ①モニタリング    ②調査研究   
  ③情報収集・発信  ④教育・研修・交流 
  

２ 施設概要 
  ○ 場所 三春町（田村西部工業団地） 
 ○ 敷地面積：約４．６ｈａ   
 ○ 延床面積：１４，５１２㎡ 
    ① 本   館 ４，２２８㎡  
       ② 研究棟 ５，６２６㎡ 
    ③ 交流棟 ４，６５８㎡ 
 ○ 附属施設 大玉村   約３００㎡ 
           猪苗代町  約１８０㎡ 
 
３ 完成 平成27～28年度 
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三春町施設 

・モニタリング、調査研究、情報収集・発信、教育・研修・交流の４つの機能を持つ 
・国際原子力機関(IAEA)の緊急時対応能力研修センターが同居 
・子供たちはもとより国内外からの見学者を迎えられる県民に開かれた施設 

・ 福島県が入居 
・ １階は事務室、環境放射能のモニタリングや調査研究を行うエリア 
・ ２階は大気、水、廃棄物のモニタリングや調査研究を行うエリア 

・ 日本原子力研究開発機構（ＪＡＥＡ）及び国立環境研  
究所（ＮＩＥＳ）が入居 
・ ＪＡＥＡは、主に放射性物質による環境の汚染を 
 除去し、環境を回復させるための調査研究を実施 
・ ＮＩＥＳは、主に放射性物質の動態解明や 
  災害廃棄物についての調査研究を実施 

・ ふくしまの子供たちが安心して輝く 
 未来を創造するための「対話と共創の場」 
・ ふくしまの環境を知り、創り、発信する展示エリア、 
 国際会議・学会・シンポジウム等を開催する 
 会議室エリア及び管理エリアより構成 
・ シアターでの映像や企画展示は、 
 国立科学博物館と連携・協力 

研究棟 
本館 

交流棟 
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附属施設 
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・ 猪苗代湖などの河川・湖沼のモニタリングを専門的、効 
   率的に行うための施設です。 
 
・ 猪苗代湖と裏磐梯湖沼群における水環境保全に関す 
  る情報発信及び普及啓発を行います。 
 
・ 猪苗代湖周辺で自然環境に関わるＮＰＯ等の活動拠点 
  としても活用します。 

・ 野生生物のモニタリングを専門的、効率的に行うため 
  の施設です。 
 
・ 放射性物質に汚染された野生生物の生態解明、生物 
   多様性の保全に関する普及啓発を行います。 
 

大玉村 

猪苗代町 



南相馬市施設 

• 原子力発電所周辺のモニタリングや安全監視の機能を担う施設 
• 隣接する(仮称）浜地域農業再生研究センター及び原子力災害対策

センター（南相馬市）と連携 

・ 本館の北側に校正施設を配置。校正装置の 
 設置される部屋は厚いコンクリート壁で防護 
・ ＪＡＥＡの放射線計測部門が入居 
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整 備 ス ケ ジ ュ ー ル 
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環境創造センター交流棟 １階平面図 

放射線や環境について学ぶ展示室や学会・国際会議などに活用されるホールなどを整備 
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環境創造センター交流棟 2階平面図 

全球映像を体感できる環境創造シアターや各種ワークショップを開催する体験研修室、キッズスペースなどを整備 
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環境創造センター交流棟 展示事業 

■展示ゾーニング図 

環境創造ラボ  

３．体験する 

２．体験する 

 放射線ラボ  

■基本的な考え方 

展示体験を通して県民の不安や疑問に答え、 

放射線や環境問題を身近な視点から理解し、 

環境の回復と創造への意識を深めることを目指します。 

 

学びや体験から得た知識や深めた意識を、子どもたち、 

県民や様々な団体が共有し、それぞれの立場から福島の未来を 

考え、創り、発信するきっかけとなる場を目指します。 

４．未来を描く 

環境創造シアター 

放射線測定マップ 

ふくしま環境創造タウン 

フロム3.11 ふくしまの歩みシアター 

１．知る 

フロム3.11スクエア 
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県教育委員会作成の指導資料や社会科見学動向に準拠して、対象・年齢や滞在時間に合わせた活動プログラムを開発します。 

■交流棟の利用に向けた基本的な考え方 

効率的・効果的な放射線学習の実現に向けて 
子どもたち 

向け 

環境創造センター交流棟 実施事業概要（子どもたち向け） 

 
団体利用のニーズにあわせた１
日をとおした楽しみ方を提案 
 
 
 
 
環境創造センターと別な場所に
よる環境と地域学習などのルート
を提案 
 

社会見学動向の反映 

0 60 120分 

展示 Ａコース 

Ｂコース 

例）周辺施設との連携による 
環境、地域学習 

体験 見学 

見学 

 
午
後 

アクアマリン 
ふくしま 

午
前 体験 展示 

 
「放射線等に関する指導資
料」に合わせた学習メニュー
を開発 
 
 
 
学年別のカリキュラムや小中
学生、高校生の習熟に合わ
せ、福島の環境や未来を子
どもたちが考えるための記入
式ノート 
 
 
 
 
 
 

県カリキュラムとの連動 

例）ふくしま環境ノート 

 
主に小学校高学年児童を対象とし、
放射線について学び、また、環境の
回復・創造への意識を醸成するため
の展示室を整備 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展示コーナー 
 「放射線見える化ウォール」のイメージ 

展示室の整備 
 
教育庁と連携して施設の使
い方や学習プログラムを策
定 
 
 
 
交流棟の活用方法や来館
前後のフォローツールを教
員と協働で作成 
 
 
 
 
 
 
事前・事後学習のための貸出
キット開発など 

来館前後のフォローの充実 

例）事前・事後学習用の
フォローツール開発 
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利用者別のプログラム開発と情報の発信を重視し、また、県内外の関連施設との連携により利用促進を図ります。 

■来館目的に応じたプログラムの開発 

研究成果や最新の環境回復・創造に関する情報、施設での
活動や参加者の活動成果をＷＥＢやＳＮＳ等で発信します。 

 さらなる波及に向けて  

県内・国内外への情報発信 

県民や事業者、クラブ活動、家族などの幅広い利用に向けて 
県民・事業者 

向け 

環境創造センター交流棟 実施事業概要（県民・事業者向け） 

 
国立科学博物館との連携や除染情報プ
ラザとの情報共有を推進 
 
 
 
 
シアター36○の映像コンテンツの貸与・
借用や県内巡回展での協業を推進 

県内外の関係施設との連携 

例）国立科学博物館との連携 

 
イベントとして、環境創造センターの研究
者や交流棟で開催される学会参加者な
どが一般向けに行う交流事業を実施 
 
 
 
環境創造センターの研究者などによる
ワークショップや公演などの実施 
 
 
 
 
 
 

研究者や学会参加者の参画 

例）研究者との交流イベント 

 
県民やNPOなどの活動の場・機会の創
出と地域住民の日常利用できる場の提
供 
 
 
 
NPO、ボランティアなどによる、展示事業
やワークショップなどの交流棟運営への
参画 
 
 
 
 

活動の場・機会の提供 

例）交流棟運営への参画 
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